走れ、洋一！
　
　
龍之介＃３２
　
　
　朝、布団の中にいるのが心地いい。そんな季節になった。木々の葉を赤く染めながら、秋は次第に深まっていく。
　
　寝返りを打つ。薄いカーテン越しに差し込んでくる陽射しが朝のまどろみを更に気持ちよくしてくれる。数十分前に鳴っていた煩わしい電子音は、先程手を伸ばして止めたのでもう俺の睡眠を邪魔しない。しばらくはこの温もりの中にいられそうだ。
　
　ドタドタと、階段を上ってくる音が聞こえる。こんな気持ちのいい朝は静かに寝させて欲しいものだ。それが止まったかと思うと、今度はドアが勢いよく開け放たれる。
「起きなさ～いっ！」
　それと同時に聞こえてくる優希の怒声。ほんの少しだけ顔を起こして、そっちを見る。学生服を着て、手には鞄を提げている。
「まだ眠いから寝かせてくれ」
　布団をかぶる。本当にまだ眠い。もう数時間は睡眠が欲しい。
「もう起きないと遅刻しちゃうでしょっ！」
　布団を腰の位置まではぐられる。それを素早く奪い返してまたかぶる。その攻防が数回繰り返された。
「む～～～」
　優希の攻めが止まる。これでようやく一息つける。乱れた布団を足で直すと、乱入者に背中を向けて目を閉じる。
「……やっぱり、あれしかないか」
　いい感じに眠気が戻ってきた。よし、もう一眠り……
　
　カンカンカンカン！
　
「ぬあっ！」
　突然聞こえてきた金属音に、慌てて目を開ける。
　
　カンカカン、カンカカン、カン、カン、カン！
　
「だぁっ！　起きる起きる！」
　さすがにこれをやられては寝ていられない。でも今朝は鞄しか持ってなかったはず……と思ってみると、その鞄の口が開いている。
「おはよ、よーいち」
　左手にフライパン、右手におたまを握った優希が微笑んでいる。
「優希、おまえなぁ、通学鞄に何入れてるんだよ？」
「よーいちが簡単に起きないから、こうしないといけないの！」
　そう言って、優希がフライパンを仕舞う。
「さ、行こっ！　門限までもう十分しかないよ」
「何ぃ！」
　
　
　足が重い。明らかに身体にエネルギーが回ってないと分かる。のどには血の味がする。それでも何とか足を動かして走っているのは、もちろん門限に間に合おうとしているからだった。
　優希は軽快な足取りでかなり先を走っている。あのまま行けば何とか間に合うだろう。
「よーいち～、おそ～い！」
　振り返り、腰に手を当てて急かす。
「先に……ハァ……行って……いいぞ……」
　息を切らしながら、何とかそれだけ返す。さすがに、そこら辺に置いてあったパンを放り込んだだけではキツイ。元々そんなに走れる方ではないが、足がまったく思い通りに動いてくれない。
「そういうわけにはいかないでしょ？」
　そう言って、少しの間立ち止まってくれる。
「よ～し、ダッシュ～っ！」
　俺が追いつくと、また走り出す。そしてまた間が開いて……を繰り返す。
　
「ほら、ガンバレよーいち」
　数回繰り返した後、見かねた優希が速度を落として併走する。
「優希……おまえまで遅刻するぞ。……ハァ……いいから……先……行けって」
　腕時計を見る。門限まであと二分。校門はすぐそこだ。ここから全力で走れば優希だけは間に合うだろう。
「いーから走る！」
　ついには手で俺の背中を押し始めた。
　
　そんな優希のかいがいしい助力の甲斐なく、俺たちが着いた時には校門は閉まっており、腕組みをした体育教師がそこに立っていた。
「クラスと名前」
　仲よさげな男女が息切らしながら走ってきたことに対して、何か言われるかと思ったがそんなことはなく、淡々と処理される。
「三年七組、羽根井優希です」
「まったく……よりによって強化週間に遅刻するとは。ペナルティは、知ってるな？」　そういえば、今週はそうだった。ペナルティを思うと今から気が滅入ってくる。
「はーい」
　隣の幼馴染みはそうでもないのか、気楽な返事をしている。
「行ってよし。次からは気をつけるように」
　一礼し、前を通り過ぎる。ほんの十分程度走っただけだというのに、足がふらついていた。『廊下は走らずに』という張り紙が今はとてもありがたく見えた。
　
　
　今日、遅刻したのは俺と優希の二人だけだったらしい。ペナルティ会場である校庭に他のそれらしい人影は見えない。
「何周走るかは知ってるな？　じゃ、適当に始めろ」
　体育教師はそれだけ言うと、隅にあるベンチに腰を下ろした。
「何周だっけ？」
　とりあえず走り始めた後、隣の優希に尋ねる。
「もう……よーいちは遅刻する可能性が高いんだからちゃんと聞いておいてよ。男子が五周、女子が三周だよ」
　第一コーナーを曲がる。
「しんどそうだ」
「よーいちは運動不足なんだから、いい機会だと思うな」
　そう言った後、走る距離の短い優希がペースを上げる。昼をしっかり食べた後なので朝のようなキツさはないが、それでも走るのは嫌いだ。ましてまだ今朝の疲労が完全に回復したわけではない。
「やれやれ……」
　前を走るポニーテールを追いかける。朝から走ってばっかりだ。
　
　
　
　目を開く。底の方に沈んでいた意識が徐々に浮上してくる。
「おはよ」
　視界が開けても、辺りが暗い。その中に、ほのかなぼんやりとした灯りを知覚する。どうやら、窓から差し込んできているらしい。
「優希？」
　徐々に意識がはっきりしてくる。校庭に面した窓から、運動部が夜間練習に使うライトの灯りが教室にも少し入ってきている。その白い光に横顔を照らされているのは、間違いなく優希だった。
「目、覚めた？」
　優希の顔を認識した瞬間、頭が高速で回転を始める。意識が急浮上し、脳が現在の状況を把握しようと各部に指令を伝達する。
「い、いつから寝てたっ？」
　確か昼休みが終わって次の授業が体育で、科目は持久走。ホントにくたくたになって教室に戻ってきたところまでは憶えている。
「体育の次、六時間目からず～っと。日本史の平松先生は寝てる生徒は起こさないし、担任の松原先生なんか呆れてたよ。で、ＨＲも終わって、そのまま」
　どうやら朝から走りすぎた疲れが出たらしい。それにしたって誰か起こしてくれてもいいんじゃないかとは思う。
「何で起こしてくれないんだよ？」
　今優希が目の前にいるということは、ＨＲが終わってからずっとここにいたのだろう。
「朝は起こすなって言ったじゃない」
　そんなことを言いながら、頬を膨らます。とはいっても、本気で怒っているのではないらしいことは、唇の端に浮かんだ笑みから見て取れる。この状況を楽しんでいる。というのが実際だろう。
　
　ピンポンパンポーン
　
　校内放送の合図だ。
「校舎内に残っている生徒の方に連絡します。間もなく下校時間です。部活で残っている方も活動を止め、下校準備に入ってください。繰り返します。間もなく……」
「優希、今何時だっ！」
　うちの学校の下校時間は八時だ。それを過ぎると校門を閉められてしまう。
「七時五十分」
　さらりと言う。
「何ぃっ！」
　
　
　目覚めて間もない中、またもや走っている俺。優希は今回も前を行っている。いい加減今日はもう走りたくないのだが、校門を閉められたらたまったもんじゃない。懸命に足を動かして、前に進む。
「まったく、何でうちの教室は四階にあるんだ？」
　階段を一つ飛ばしに下りながら文句を言う。
「しょうがないでしょ。さ、走る走る！」
　階下から聞こえる声はずいぶん楽しそうだった。
　
　校門が見える。守衛さんが横に立っているところを見ると、時間ギリギリか、既に少しオーバーしているものの、走ってくる生徒を見つけて待っているかのどちらかだろう。どちらにしても、急がなきゃいけないことに変わりはない。
　既に優希は校門の前に到着し、こちらを振り返って待っている。
「走れ～！　よーいち～！」
　最後の力を振り絞って、校門を、そこで待つ優希を目指して走りながらふと思う。いつまで、こんな馬鹿ができるのだろうか。もう数ヶ月で、俺も優希も卒業だ。俺は親父のネットカフェに入ることになっているが、優希はどうなのだろう？　まだ進路について何も聞いていなかった。
「がんばれ～！」
　優希の声がする。とりあえず、今は走るだけだった。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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